
き
た
る
４
月

日(
日
）
・

日(

月
）
、
布

24

25

教
使
さ
ん
に
山
本
龍
昇
先
生(
加
賀
市
）
を
お

迎
え
し
、
蓮
如
忌
を
お
勤
め
し
ま
す
。

れ

ん

に

ょ

き

『
蓮
如
忌
』
は
、
本
願
寺
第
八
代
門
主
・

蓮
如
上
人
の
祥
月
命
日
の
法
要
で
す
。
４
月

日
を
中
心
に
、
日
本
各
地
で
勤
め
ら
れ
ま

25す
。西

光
寺
で
は
、
「
へ
ん
じ
ゃ
参
り
」
と
称
さ

れ
る
お
参
り
で
す
。

瓶
子
家
で
仏
事
が
営
ま
れ
た
後
、
「
へ
ん
じ

ゃ

御

書

様

（
ご
し
ょ
）
」

を
、
さ
し
か

け
ら
れ
た
朱

傘
の
も
と
、

瓶
子
家
ご
当

主
が
う
や
う

や
し
く
捧
げ

な
が
ら
大
通

り
を
歩
み
、

西
光
寺
に
移

し
て
蓮
如
忌

今
年
も
へ
ん
じ
ゃ
参
り
が
や
っ
て
く
る

四
月
二
十
四
日
・二
十
五
日
！

令和3年4月25日

法
要
を
行
い
ま
す
。
本
堂
で
の
お
勤
め
の
後
、

ま
た
朱
傘
に
守
ら
れ
て
瓶
子
家
へ
移
動
し
ま

す
。特

に

日
は
、
正
院
町
雅
楽
会
の
先
導
で
、

25

ご
門
徒
さ
ん
も
行
道
に
参
加
し
ま
す
。

当
日
の
お
勤
め
は
、
組
内
招
待
寺
院
に
よ

る
も
の
で
、
重
々
し
く
荘
厳
な
お
勤
め
で
す
。

か
つ
て
は
こ

の
辺
り
一
帯
で
、

「
へ
ん
じ
ゃ
参

り
」
を
目
安
に

農
作
業
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
し

た
。正

院
以
外
の

村
々
か
ら
も
「
へ

ん
じ
ゃ
参
り
」

の
日
を
農
休
み

と
し
、
大
勢
の
方
が
お
参
り
に
来
ら
れ
ま
し

た
。五

十
年
前
に
は
、
参
道
に
露
店
が
並
び
、

こ
ど
も
に
と
っ
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

最
近
は
、
参
詣
の
方
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
「
御
書
様
（
御
文
）
」
を
瓶
子
家
の
当

主
が
捧
げ
持
ち
、
道
中
雅
楽
の
先
導
で
西
光

寺
ま
で
進
む
行
列
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

最
近
、
伝
統
文
化
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
長
い
間
ご
門
徒
さ
ん
が
受
け
継
い
で
こ

ら
れ
た
こ
の
歴
史
あ
る
「
へ
ん
じ
ゃ
参
り
」

を
末
永
く
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
参
り
下
さ
い

ま
す
よ
う
に
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

四
月
二
十
四
日
（
日
）

一
時

御
書
様

瓶
子
さ
ん
宅
出
発

一
時
半

お
つ
と
め
・御
書
様
拝
読

法
話

御
書
様
送
り
出
し

四
月
二
十
五
日
（
月
）

十
二
時
半
御
書
様

瓶
子
さ
ん
宅
出
発

＊
正
院
雅
楽
会
の
先
導

一
時

お
つ
と
め
・御
書
様
拝
読

大
正
琴
演
奏
と
合
唱

演
奏
は
法
和
会
大
正
琴

法
話

御
書
様
送
り
出
し

布
教
使

山
本
龍
昇
先
生(

加
賀
市
市
）

◎

お
参
り
の
際
は
お
念
珠
、マ
ス
ク
を
お
忘

れ
な
く
。

◎

受
付
は
、二
日
間
と
も
午
後
か
ら
と
な

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

蓮
如
忌
・へ
ん
じ
ゃ
参
り
の
ご
案
内
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真
宗
大
谷
派

青
龍
山
西
光
寺

珠
洲
市
正
院
町
正
院

御書様の安置・西光寺本堂にて
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親
鸞
聖
人
が
開
か
れ
た

浄
土
真
宗
を
、
さ
ら
に
広

く
全
国
に
広
め
た
立
役
者

が
蓮
如
上
人
で
す
。

親
鸞
聖
人
か
ら
大
体
二

百
年
ほ
ど
あ
と
に
出
ら
れ

た
方
で
す
が
、
こ
の
蓮
如
上
人
ほ
ど
親
鸞
聖

人
の
教
え
を
正
確
に
、
そ
し
て
日
本
全
国
津

々
浦
々
へ
広
め
ら
れ
た
方
は
お
い
で
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
浄
土
真
宗
で
は
、
親
鸞
聖
人
を

開
山
聖
人
、
蓮
如
上
人
を
浄
土
真
宗
・中
興
の

祖
と
仰
ぎ
、
お
仏
壇
に
向
か
っ
て
右
側
に
親

鸞
聖
人
の
御
絵
像
を
、
左
側
に
は
蓮
如
上
人

の
御
絵
像
を
お
掛
け
し
ま
す
。

蓮
如
上
人
は
、
長
禄
元
年
（1457

）
本
願

寺
第
八
世
を
継
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の

本
願
寺
は
経
済
的
に
苦
し
い
不
遇
の
時
代
で

し
た
。『
本
福
寺
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
京
都

大
谷
に
あ
っ
た
当
時
の
本
願
寺
は
、
「
人
跡
た

え
て
、
参
詣
の
人
一
人
も
み
え
さ
せ
た
ま
わ

ず
。
さ
び
さ
び
と
…
…
」
と
あ
り
ま
す
。

継
職
後
、
蓮
如
上
人
は
、
精
力
的
な
布
教

活
動
を
始
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
願
寺

は
大
き
く
伸
展
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
ま
り
の
勢
い
に
比
叡
山
の
僧
侶
は

恐
れ
を
な
し
、
本
願
寺
を
襲
撃
す
る
よ
う
に

浄
土
真
宗
・中
興
の
祖

蓮
如
上
人

蓮如上人像

な
り
ま
し
た
。
や
む
な
く
上
人
は
、
比
叡
山

の
手
が
届
か
な
い
福
井
県
の
吉
崎
へ
拠
点
を

移
さ
れ
、
吉
崎
御
坊
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

吉
崎
御
坊
に
は
ま
た
た
く
間
に
多
く
の
参
詣

者
が
つ
め
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
吉
崎
は
一

大
仏
教
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
蓮
如
上
人
は
、
京
都
山
科
に
布

教
・
聞
法
の
拠
点
を
移
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
文
明

年
（1481

）
、
京
都
・
山

13

科
に
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
を
建
て
、
つ
い
に

本
願
寺
の
再
興
を

果

た
さ

れ

ま
し

た
。で

は
な
ぜ
、
蓮

如
上
人
一
代
で
、

こ
れ
ほ
ど
浄
土
真

宗
は
広
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
鍵
は
、
蓮

如
上
人
の
書
か
れ

た
お
手
紙
で
あ
る

『
お
文
（
お
ふ
み
）』
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
お
文
」
が
、
寺
や
道
場
な
ど
多
く

の
人
が
集
う
中
で
朗
々
と
代
読
さ
れ
、
そ
れ

は
門
徒
か
ら
門
徒
へ
競
っ
て
書
き
写
さ
れ
、

一
通
の
「
お
文
」
が
数
十
、
数
百
と
膨
れ
上

が
り
、
山
を
越
え
、
谷
を
渡
っ
て
全
国
へ
と

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
何
通
も
の
お
手
紙
の
中
か
ら
八

十
通
を
五
冊
に
ま
と
め
た
「
お
文
本
」
が
作

西光寺蓮如上人像

ら
れ
、
ご
門
徒
さ
ん
の
お
家
に
備
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
お
取
り
越
し

の
お
勤
め
や
ご
法
事
の
法
話
の
後
に
拝
読
さ

れ
、
ま
た
拝
聴
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
蓮
如
上
人
自
筆
の
「
お
文
」

は
、
現
在
六
十
三
通
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
二
通
は
、
じ
つ
は
「
へ
ん
じ
ゃ

御
書
様
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
へ
ん
じ
ゃ
参
り
」
の
二
十
五
日
に
は
、

こ
の
蓮
如
上
人
自
筆
の
二
通
を
拝
読
し
ま
す
。

こ
う
し
て
蓮
如
上
人
は
参
詣
の
人
一
人
も

な
く
、
寂
れ
て
い
た
本
願
寺
を
発
展
さ
せ
、

親
鸞
聖
人
の
教
え
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
お
礼

す
な
わ
ち
御
恩
報
謝
を
、
阿
弥
陀
さ
ま
と
親

鸞
聖
人
に
対
し
て
果
た
す
た
め
に
、
全
生
涯

を
捧
げ
尽
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
西
光
寺
護
持
委
員
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

護
持
委
員
会
の
開
催
は
見
送
り
書
面
で
の
表

決
と
し
ま
し
た
。

２
月

日(

日
）
、
西
光
寺
維
持
費
会
計
・

27

昨
年
度
決
算
と
今
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
書

面
表
決
の
集
計
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
護
持
委
員
会
報
告
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護
持
委
員
会
書
面
表
決
の
結
果
報
告

議
案
１

２
０
２
２
年
度
役
員
（
案
）

議
案
２

御
遠
忌
会
計
収
支
決
算
報
告

議
案
３

２
０
２
１
年
度
維
持
費
会
計
収
支
決

算
報
告

議
案
４

２
０
２
１
年
度
一
般
会
計
報
告

議
案
５

２
０
２
２
年
度
維
持
費
会
計
収
支
予

算
（
案
）

議
案
６

２
０
２
２
年
度
行
事
計
画
（
案
）

◎

議
案
１
か
ら
議
案
６
ま
で
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
度
西
光
寺
役
員
会
組
織

○
代
表
役
員

禧
美
尚
章

○
責
任
役
員

乙
谷
衞
一
・
新
保
七
郎
・
小
西
堅
正

禧
美
瑠
美
子

○
総

代

道
下
悌
子
・
中
堂
伊
佐
男
・
濱
木
満
喜

桶
田
紘
一
・
濱
田
和
行
・
松
ヶ
瀬
昌
太

○
会

計

道
下
輝
男

○
監

査

森
孝
司
・
乙
脇
善
仁

◆
門
徒
会
長

乙
谷
衞
一

◇
能
登
教
区
第

組
門
徒
会
会
員

10

西
光
寺
代
表

瀬
戸
谷
義
信
・
道
下
悌
子

◇

今
年
西
光
寺
の
お
世
話
を
い
た
だ
く
護

持
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

濱
塚
辰
雄
（
飯
田
）

谷

弘
之
（
飯
田
）

山
本
勇
一
（
飯
田
）

平
地
正
昭
（
飯
田
）

亀
田
正
弘
（
野
々
江
）

濱
坂
裕
夫
（
本
江
寺
）

道
下
秀
治
（
岩
坂
）

宮
崎

茂
（
岩
坂
）

瀬
法
司
忠
良
（
岩
坂
）

奥

敏
彦
（
飯
塚
）

井
高
茂
樹
（
飯
塚
）

瀬
名
俊
司
（
飯
塚
）

足
袋
抜
重
作
（
飯
塚
）

川
高
晋
次
（
飯
塚
）

新
出
武
玄
（
岡
田
）

林

進
一
（
東
山
中
）

北
山
道
弘(

東
山
中
）

大
野
長
一
郎(

東
山
中)

蒲
池
幸
吉
（
唐
笠
）

岡
田

直
（
立
町
）

村
元
優
文
（
立
町
）

森

孝
司
（
三
社
口
）

道
下
照
王
（
西
浜
）

大
鍛
冶
茂
信
（
神
明
町
）

奥
野
昭
雄
（
八
幡
町
）

新
出
定
男
（
八
幡
町
）

辻

雅
和
（
大
町
）

安
宅
一
男
（
東
浜
）

濱
塚
浩
幸
（
東
浜
）

岸
田

隆
（
今
町
）

畠
中
政
一
（
今
町
）

柳

准
三
（
御
城
）

瀬
名

實
（
寺
丸
）

新
明
あ
や
子
（
小
路
）

新
保
日
出
夫
（
八
軒
町
）
藤
田
隆
二
（
前
浜
）

鹿
子
田
俊
彦
（
黒
滝
）

向

和
年
（
狩
的
）

濱
田
和
行
（
蛸
島
）

白
潟
輝
男
（
粟
津
）

◇

決
算
・
予
算
の
詳
細
は
別
紙
を
ご
覧
下

さ
い
。

◎

維
持
費
に
つ
い
て

前
年
度
と
同
額
の
四
、
〇
〇
〇
円
で
す
。

六
月
に
集
金
の
予
定
で
す
。

３
月

日
（
月
）
、
春

21

の
彼
岸
会
を
つ
と
め
ま

し
た
。
本
堂
で
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
「
正
信
偈
」

を
唱
和
し
、
そ
の
後
、

住
職
の
法
話
を
聴
聞
し

ま
し
た
。

４
月
８
日
（
金
）
に
今
年
第
一
回
目
の
法
和

会
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
正
信
偈
の
お

勤
め
を
し
た
後
、
住
職
が
法
話
を
行
い
ま
し

た
。

月
ま
で
毎
月
８
日
に
法
和
会
を
開
き
ま

10
す
。
聞
法
の
会
で
す
の
で
、
中
心
は
仏
法
を

も

ん
ぽ
う

聞
く
こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
の
他
に
、
正
信

偈
を
練
習
し
た
り
、
童
謡
や
仏
教
歌
・
歌
謡

曲
を
歌
っ
た
り
、
楽
し
い
こ
と
も
盛
り
沢
山
。

現
在
新
規
会
員
募

集
中
で
す
。
会
費
は

年
間
二
千
円
で
す
。

ま
ず
は
、
体
験
。

お
寺
に
参
っ
て
、
お

念
仏
の
い
わ
れ
を
聞

き
ま
し
ょ
う
。

春
の
彼
岸
会
勤
ま
る

法
話
会

今
年
度
第
一
回
開
か
れ
る
!!

＝

新
規
会
員
募
集
中
＝

3月 21日 春のお彼岸

４月法話会
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名神・北陸・能登有料道路

能登有料・北陸道・名神道

2023年宗祖親鸞聖御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要
～ 団体参拝のお誘い ～

主催：真宗大谷派能登教区第10組

◎ 旅行日 令和５年４月１５日（土）～１６日（日）

◎ 旅行代金 一人 ３0，０００円～40，000円

◎ 募集人員 10名（西光寺割当）

当日は、13０名の珠洲・小木地区の門徒さんたちと、 バス4台で本山に向か

います。

行 程 食事

貸切バス 朝×

珠洲 昼食（京都）
4/15 5:00～5:30 12:00～13:00 昼○

（土） 奈良OR宇治OR京都 琵琶湖温泉（泊）

13:30～15:30 16:30ごろ 夕○

朝○
4/16 旅館 本山慶讃法要お参り 京都国立博物館「親鸞展」
（日） 8:00 9:30～13:30 昼食は本山で 14:00～15：00 昼○

京都近郊（お買い物） 珠洲 夕○
12:30～15:00 22:00ごろ

宿泊 琵琶湖温泉：琵琶湖グランドホテル

阿弥陀堂で参拝します

参拝席はすべてイス席です

◆ 参加ご希望の方 西光寺まで、ご連絡下さい。（電話 ０７６８ー８２ー０８５６）

＝
編
集
後
記
＝

あ
る
ご
門
徒
さ
ん
が
蓮
如
上
人
に
聞
き
ま

し
た
。

「
仏
法
の
話
を
聞
い
て
い
る
本
堂
で
は
、

あ
り
が
た
い
の
に
、
本
堂
か
ら
出
る
と
途
端

に
、
も
と
の
心
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は

ま
る
で
、
か
ご
で
水
を
す
く
う
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
少
し
も
持
っ
て
帰
れ
ま
せ
ん
」。

お
説
教
を
聞
い
て
、
あ
り
が
た
く
思
っ
た

が
、
お
寺
を
出
る
と
、
水
を
い
れ
た
か
ご
の

よ
う
に
す
っ
か
り
水
が
な
く
な
り
、
も
と
の

自
分
に
戻
っ
た
よ
う
で
残
念
で
す
と
い
う
ご

門
徒
さ
ん
の
思
い
を
き
か
れ
て
、
蓮
如
上
人

は
た
っ
た
一
言
、
こ
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

「
そ
の
か
ご
を
水
に
つ
け
よ
」

穴
だ
ら
け
の
か
ご
に
水
を
い
れ
て
も
、
す

べ
て
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
水
の
な
か
に

あ
れ
ば
、
水
と
か
ご
は
離
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
か
ご
に
水
を
入
れ
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
か
ご
自
体
を
水
に
浸
し
て
お

く
か
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
を
常
に
仏
法
に

浸
し
て
お
け
ば
い
い
の
で
す
と
、
お
っ
し
ゃ

っ
た
の
で
し
た
。

忘
れ
る
こ
と
を
問
題
に
せ
ず
、
少
し
で
も

多
く
の
み
教
え
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏


